Chapter5　

Teaching and Learning to Teach

:Successful Radical Alternatives from the Developing World
【論点の流れ】

本論文p113の三段落目において、

『公式な学校教育の形態(表5.1)とオルタナティブスクールプログラムの特徴(表5.2)における多くの違いは、二分的なものではなく、連続したものとして見るのがベストだ(ということは明らかだ)』と述べられている。

つまり「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育」も、

全く異なる二分的な関係としてではなく、繋がりを持つ連続した関係として捉えるべきだ

と考えられる。

BUT　疑問点
「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育」の間に存在するべきとされる

連続した関係とはなにか？

そこで…!!

本論文で登場した、以下の二つに注目!

1 発展途上国における「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育」の関係性←筆者奨励
2 先進国における「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育」の関係性
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1 発展途上国
「オルタナティブ教育」の成立背景
・公式な学校教育の形態では、仕事などの関係で教育をうけられない子ども達の存在

→その子ども達の進度・生活に合った形の教育として、オルタナティブ教育が成立
＝「基礎学習をより多くの児童に享受させる為」のオルタナティブ教育
「オルタナティブ教育」の成果
・オルタナティブ教育を受け終わった後に、公式の学校教育を受けるようになる子ども達　　　が多い。公式の学校教育の中でも、良い成績を上げている

「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育」の関係性
・オルタナティブ教育を受けた子ども達の成功

→オルタナティブ教育の影響を受け、公式な学校教育が変化する

2 先進国

「オルタナティブ教育」の成立背景
・不登校などの理由により、公式な学校教育に通えなかった子ども達の為に成立

＝「基礎学習をより多くの児童に享受させる為」のオルタナティブ教育
・公式な学校教育に対して疑問を持ち、より効果的な教育を目指す市民により成立

＝「個人の信条や個性などに合わせ、多様な教育機会を提供する為」のオルタナティブ教育
「オルタナティブ教育」の成果
・オルタナティブスクールやホームスクーリングを生みだす

・選択する人が少人数である為、公式な学校教育に影響を与えるほどの力を持てない
「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育」の関係性
・もともと公式な学校教育に対する疑問から生まれた教育

→オルタナティブ教育を受けた子どもは、公式な学校教育と関りを持たない
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
以上を踏まえると、

・オルタナティブ教育は、

1 「基礎学習をより多くの児童に享受させる為」
「個人の信条や個性などに合わせ、多様な教育機会を提供する為」

・筆者が奨励する、「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育」の関係性を見ると、

　生徒が「オルタナティブ教育」から「公式な学校教育」に移動することで、

「オルタナティブ教育」から「公式な学校教育」に影響を与える事に成功している

⇒班は、このようなオルタナティブ教育と公式な学校教育の繋がり方こそが、

筆者の述べる『連続的な関係』なのではないか!と考えた


班が考える「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育の」連続的な関係

：両者の学校間を子どもの環境・個性に合わせて行き来できる関係


【論点】
筆者が述べる、「公式な学校教育」と「オルタナティブ教育の」連続的な関係とは何か？

班は、教育を受ける子ども達側の立場から考えた「連続性」を挙げた。

他の立場から、両者の連続的な関係を捉えると、どのような関係が考えられるか？
に成立した


という背景をもつ








